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はじめは、掘るための部屋を造り

必要な機械をとり付けま～す。

このとき地下水が入らないように

圧縮空気を部屋の中に送ります。
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沈んでは造りとくり返します。

このとき計画通りきちんと沈める

のがぼくたちの技術なんです！
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これでニューマチックケーソン

工法が完了し、しっかりとした

基礎となるんです。
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作業の順序

圧縮空気

１．地面を平らにし、部屋となる

　　空間を作るためパイプの柱や

　　板を張り、１ﾛｯﾄを造ります。

　  （鉄筋を組み、ｺﾝｸﾘｰﾄを打つ）

※この現場では、増水に備え

　鉄の板で高い位置に島を造ります。
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２．掘るための設備をとりつけます。

　　これを艤装(ぎそう)といいます。

３．部屋の中を掘りｺﾝｸﾘｰﾄの重さでｹｰｿﾝを沈め次の部分を打足します。

　　この時、部屋の中に圧縮空気をおくりつづけます。
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ケーソンショベル

　作業をする部屋の天井レールを

　走り、ブームを伸び縮みさせ

　360ﾟ旋回します。

　この機械は電気で動いています。
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４．ｹｰｿﾝを決められた深さまで沈め

　　たら、部屋の中にｺﾝｸﾘｰﾄを打ちます。

５．部屋の中のｺﾝｸﾘｰﾄが固まったら

　設備を外します。

　　これを、艤装解体（ぎそうかいたい）

　　　　　　　　　　　　　といいます。

６．その後、上部を打足し、橋脚の完成と

なります。

天井レール

０．１５ｍ３バケット

天井ﾚｰﾙ

反力（はんりょく＝おさえるちから）

天井のレールをがっちりつかむので

力強く掘ることができる。

天井のレールを移動するので

地面がガタガタでも関係なし！
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